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参加者一同

第27回 南島研セミナー
日　時：2017年2月6日（月）
　　　　午後4時20分～5時50分
会　場：13号館1階会議室
講　師：坂野　徹 氏（日本大学経済学部教授）
テーマ：南洋から東南アジアへ―パラオ熱帯

生物研究所から考える戦時下の調査
研究

司　会：石垣　直 所員
参加者数：20名

講師の坂野徹氏

第21回 窪德忠琉中関係研究奨励賞
該当者なし

【総合討論】
コメンテーター：小川　護 所員（沖縄国際大学経済学

部教授）
参加者数：86名

基調講演の堂前亮平氏

パネリスト一同

2016年度 協定校間国際学術交流講演会
日　時：2016年12月2日（金）午後1時～5時
場　所：韓国全南大学校
テーマ：東アジア楽の文化
参加機関：湖南学研究院（韓国・全南大学校）
　　　　南島文化研究所（沖縄国際大学）
　　　　徽学研究中心（中国・安徽大学）
発表者：狩俣恵一所員「琉球の御冠船踊りと

礼楽思想」
　　　　研究支援助手・大城博美「楽を求める人た

ち」
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調査研究

喜界島調査の参加者とテーマ
宮城弘樹所員：喜界島城久遺跡群とグスク文化
に関する研究
上原靜所長：琉球列島の先史、原史時代の研究
崎浜靖副所長：喜界島の歴史地理
小川護所員：喜界島における農業構造に関する
研究
岩田直子所員：離島地域の社会福祉について
及川高所員：喜界島における水利用慣行を中心
とした民俗調査
大城博美：喜界島の人々の老いと死について

喜界島調査参加者

韓国調査の参加者と研究テーマ
呉錫畢所員：韓国干潟環境の現状調査
上原靜所長：琉球列島におけるグスク時代の
造瓦技術の伝播と背景
名城敏所員：韓国の自然環境
宮城弘樹所員：琉球列島における先史～古代
の交流史―新安沈船引き揚げ遺物との比較を
中心に

韓国調査参加者

第2回 喜界島調査報告講演会
日　時：2017年3月11日（土）午後5時～7時半
講　師：名城 敏所員（沖縄国際大学経済学部

教授）
　　　　「喜界島の地質と土壌」
　　　　小川 護所員（沖縄国際大学経済学部

教授）
　　　　「鹿児島県喜界町における農業の地域

特性」
会　場：喜界町中央公民館（旧館ホール）
参加者数：48名

講師の名城敏所員

講師の小川護所員

フロアからの質問
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深澤秋人：福州における琉球・中国交流史の
調査研究
大城博美：福建における民俗文化の表象につ
いて（博物館等展示における）

	

福建調査参加者

福建師範大学中琉関係研究所の皆さんと

台湾調査の参加者と研究テーマ
兼本敏所員：台湾における外来語の表出およ
び表記
大城朋子所員：「少数民族と日本語のその後」
「過卒生の日本語教育現場」
尚真貴子所員：台湾における日本語学習者の
ニーズ及び留学後・就職後における日本語の
ニーズについて
石垣直所員：原住民母語教育、原住民のキリ
スト教会活動と信仰
李イニッド所員：「四句」からみた台湾客家人
のアイデンティティ

台湾調査参加者

福建調査の参加者と研究テーマ
上原靜所長：明朝系瓦の造瓦技術の系譜につ
いて
崎浜靖副所長：福建省における地理学的調査

　南島文化研究所の仕事に携わり丸二年を終えようとしています。改めて、南島文化研究所
の「地域研究」ゆえの幅の広さと研究分野の多様性という特徴、そして地域社会への視点と
地域社会への還元ということを大切にした研究所の「姿勢」と「役割」というものを実感して
います。研究所として所員はじめ特別研究員の皆さんの「研究者」としての力を存分に発揮で
きる研究所事業運営を今後も心がけていきたい、と新年度を迎えるにあたり再確認している
ところです。
　南島文化研究所所員として研究所事業に携わってこられた徳永賢治先生、名城敏先生、大
城朋子先生、山入端津由先生の4名が3月いっぱいで退職されます。長い間所員として南島文
化研究所を盛りたてていただきありがとうございました。これからは、特別研究員というか
たちで南島文化研究所を引き続き盛りたてていただけますようお願いいたします。

（研究支援助手・大城博美）

編集後記
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奄美の自然と暮らしと

及川　高  　　　　　
（南島文化研究所所員）

　2017年3月現在、奄美の島々は世界自然遺産
への登録を目指して活動を続けている。2016年
の夏に奄美大島で短い調査を行った際にも、各
地でそのための広報が展開されていた。豊かな
自然環境が広く認知され、価値が知られていく
ことは好ましい。ただ少し気になることもある。
　筆者は環境学は専門ではないが、何年か前か
ら奄美における環境の利用について、民俗調査
の中で聞いて回っている。明治以降の近代化が
奄美の生活と自然の関係をどのように変えたの
かが気になっているからだ。ここで言う自然環
境とは、人間の手の加わらない自然ではなく、
人間の生活との交渉によって作られた自然のこ
とを指している。いわゆる「里山」と言えば分
かりやすいだろうか。
　たとえばこの数年、奄美大島ではマツクイム
シが暴れている。そのため山では方々で松の木
が枯れており、骨のように白くなって突き立っ
ている。虫は南の方から海を渡ってきたらしく、
大島の松は全滅する勢いだが、自然環境を保護
するためには無闇に農薬を使うわけにもゆか
ず、枯れるに任せているという。これらの松の
多くは、かつて地元の人間が行政の指導で植え
たものだ。かつて貧しかった時代には、木は燃
料になり、建材にもなった。子供の頃に松を植
えたという人々が、今は老境にさしかかってい
る。山裾から見える白い枯れ木の姿は、奄美大
島の人々がかつてはそこまで日常的に登ってい
たことを足跡のように残している。

　2016年夏の南島研の喜界島調査では西目集落
の旧家のご厚意で、先祖が残したノートを拝見
する機会を得た。この家は明治時代に喜界島へ
キリスト教会がやってきた際にも尽力した、い
わば集落のインテリである。その人物が残した
断片的なノートの中に、移入植物のリストが
あった。聞き取りによると彼は様々な島外の植
物を持ち込み、自宅の敷地で育てていたらしい。
日付は一番古いもので昭和2年とあり、リスト
にはマンゴーやグレープフルーツのほか、セイ
ロンオリーブやコーヒー（ジャマイカ種）など
に加え、サボジラやパンノキまで含まれている。
恐らくは島の将来の経済振興を意識し、試行を
重ねたものであろう。その一部は現在でも邸宅
の庭で育っているが、多くは実験に留まったよ
うだ。いずれにせよ奄美の離島で黙々と研究を
続けた情熱には感嘆するほかない。
　冒頭に気がかりと書いたのは、こうした奄美
の自然とともに世代を重ねてきた人々の暮らし
が、環境保護という看板の下で忘却されはしな
いかということだ。「ありのままの自然」を守
ることはもちろん大事なことだが、山に踏み込
んで松を植えたり、外来種を実験したような
人々もまた、そこにはかつて暮らしていた。そ
の暮らしは環境保護という点からは否定的に評
価されざるを得ないであろうが、奄美という世
界の構成要素には違いない。自然とともに暮ら
しの記憶を残す必要を感じている。
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